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• 2015年4⽉、液体及びダストを中⼼に敷地境界外に影響を与える可能性が
あるリスクを広く対象としたリスク総点検を実施し，リスク低減対策の取
組みは，環境変化等を反映し適宜⾒直しを⾏っている。

概 要
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• 対策実施中の案件のうち、以下の個別件名について状況報告する。
・No.63 「各⽡礫類⼀時保管エリア」
リスク
総点検
管理番号

リスク存在箇所 リスク内容 対応概要 ｽﾃｲﾀｽ

６３ 各⽡礫類⼀時保管エ
リア

⽡礫類に付着した放射性物質が、降
⾬時に⽡礫表⾯から⾬⽔へ移⾏し、
側溝等（地下浸透含む）を経由して
環境へ放出される。

• ⼀時保管エリアCの保管物整理
（2016年6⽉〜）

• ⼀時保管エリアCのシート養⽣実施中
（2018年3⽉〜）

• 降⾬時のモニタリング開始
（2018年5⽉〜）

対策
実施中



１．⼀時保管エリアＣのシート養⽣の進捗状況
⼀時保管エリアＣのシート養⽣は、3⽉5⽇に完了した。

写真3

写真1
写真2

写真4

写真1 全景 写真2 養⽣エリア ①②
作業完了

写真3 養⽣エリア ③
作業完了

写真4 養⽣エリア ④
作業完了

写真5

写真5-1 ⼟側溝（作業前） 写真5-2 側溝（作業完了）
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２．モニタリング状況

2019年2⽉末から⾬が降るようになり、サンプリングを実施しているが、いずれも低濃度。
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参考．敷地北側における⾬⽔排⽔のモニタリング計画
２０１８年５⽉１４⽇より、敷地北側エリアで⾃主的なモニタリングを開始。
モニタリングの内容については、施設の設置やモニタリング結果を踏まえて⾒直しを⾏う。

 分析項⽬：Cs、全β、H-3
 採⽔場所及び頻度（2018年7⽉〜）

採取場所 採取頻度
①⼀時保管エリアC集⽔枡

降⾬時
のみ

⑦陳場沢川河⼝

⑦-2陳場沢川上流

②覆⼟式保管エリア沈砂池

１回／⽉

（降⾬が無
く採⽔出来
ない場合も
ある）

③⼀時保管エリアP排⽔枡

④新設廃棄物エリア沈砂池
出⼝

⑤雑固体廃棄物焼却炉

⑥Fタンクエリア側溝

⑧⼟捨場排⽔路（仮称）

敷地北側の状況と採⽔位置図

③

④

⑤

⑥
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採⽔地点
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